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森のクラフト教室′(敦賀市立少年自然の家)

敦禦市立少年自然の家で開催された「早春のふイ1あい

フェスタ」におしヽて、「森の
`フ

ラフト教室」を行いました。最

初に「森のはなし」を聞いてから、準備したどんぐりや松

ばつくりなどを使つて、発想力豊かな作品に仕上げていま

した。     (嶺 南振興局 二州農林部 林業水産課)

吾全回普樹祭
育てよう 幸せ芽吹く 緑の大地



林政のベージ

林業事業体の経営者に対して、
「人材確保と定着のための取組みに関する研修」を実施

県内の林業従事者数 (素材生産、造林保育に従事する者)は ここ数年約 350人で推移しており、横ばい傾向

が続いています。今後、県内の森林で主伐・再造林を進めるに当たり、更なる人材の確保や、離職防止が課題

となつています。

若い人材を安定的に確保するためには、新卒・転職者に林業の魅力を伝えるだけでなく、林業事業体も給

与等の労働条件の見直しや労働環境を向上させながら、経営基盤を強化していく必要があります。そこで、

令和5年 11月 21日 、県内の林業事業体経営者を対象として、就労環境を改善し人材を安定的に確保しなが

ら、確実に業績 UPに繋げている先進企業の方を講師としてお招きし、研修会を開催しました。       恥

今回の研4多で|よ FOREST MEDIA WORKS Inc,の CEOである楢崎様のコーデイネートのもと、山形県

温海町森林組合および仰栃毛木材工業の経営者々お迎えし、こ講義いただきました。講義では、人材育成の

重要性とその効果について、山形県温海町組合の月給制や週体2日制てい栃毛木材工業の能力評価システム

の導入等、個々の従業員の能力や業務成果を適切に評価 し給与に反映し待遇改善につなげるとともに、経営

者をはじめ従業員一人一人がァロ標を掲げ、効率性を追求 し着実に生産‖生を上げている取組みが紹介さイl、 参

加された事業者が、熱心に聴講されていました。

◆後も県では、さまざまな施策等を通じ、多くの若い人材が希望をもつて入職できる環境づくりに努め、l百、

くいの林業の担い手として長く渚躍していただける産業となるよう取り組んでまいります。

(県産材活用課 林業戦略グループ)
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固□口四■

緑の少年回活動 小浜市加斗みどりの少年回 (′Jl浜市)

令和 5年 12月 20日 (水)に福井県県民ホール

で開催された「福井県緑の少年団活動発表大会」で

最優秀賞を受賞した、小浜市立加斗小学校のみどり

の少年団の渚動についてご紹介します。

加斗小学校は小浜市の西部に位置し、周囲を山と

海に囲まれた自然豊かな地効にあります。当地域に

は、今から約 70年前に保護者らによつて植えられ

たスギ・ヒノキが育つ学校林や、国の天然記念物に

指定されている蒼島があり、緑の少年団の活動の場

として代々引き継がれてきましたも

学校林で|よ、令和 5年度のテーマを「混交林化を

進める」として、初夏から秋にかけて様々な調査や

体験活動を行いました。学校林内を探索してどんな

植物や生き物がいるのか調べたり、水質検査をする

ためのサンプルを取つたり、学校林に植える苗を育

てるための ドングリを集めたり等々、活動中は林内

▲林内探索の様子

のあちこちで歓声が

あがり、子供たちは目

を輝かせて楽 しそう

に取 り組んでいま し

た。

蒼島へ |よ、植生を調

べるためシーカヤ ッ

クを漕いで渡り、専門

家の指導を受け

ながら学校林と

の違いを確認し

ました。池田町

の「ツリーピク

ニックア ドベン

チャーいけだ」     ▲蒼島での悼生調査

にも行つて、F日日伐された森林空間や間伐材の有効活

用につしヽて学びました。

これらの活動を通じて学んだことを福井県緑の少

年団活動発表大会で発表し、最優秀賞を受賞しました。

小浜市加斗みどりの少年団|よ、今後、保育園との

交流など地域とのつながりを深める活動も行う予定

です。

(嶺南振興局林業水産部 林業・木材渚用課)

→←
i

ミ
いつも「若越の林業」をこ購読いただきありがとうこざいます。

今年発行の冊子から新たに山林協会だよりをお届けすることになりまし

た。当協会は滝波会長 (平成 25年参議院議員に当選し8月 に山林協会会長

に就任)を中心として、森林 。本ホ業・木材産業の今後の発展、諸課題の対応

のため活動しています。当コ=ナーではホットな情報をお届けします。

市町が直画している所有者不明森林間題など

解決の支援として

○所有者不明森林の所有者探索方法の研修会を

開催しました。(令和6年 1月 24日 )

○相続登記の義務化に関する研修会を開催しま

した。 (令和 6年 3月 8日 )

ρ

福井県山林協会

会長 滝波 宏文
(令不日6年 1月 24日 )

→ト
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福井県農林漁業賞に加藤氏 l大野市オウレン生産)が選ばれました I

県で |よ 、地域の農林漁業の振興に中心的かつ先導的な役害」を果たしてしヽる方や、新たな発想を生かして農林漁業等

に意欲的に取り組み、その活性化に貢献している方を表彰してしヽます。

このうち、林業分野は下記の部門で選ばれましたので、ご紹介します。

【農林漁業経営者部門】 加藤 好昭氏

オウレンは平安時代から薬用作物として重宝され

ており、国産オウレンのほぼ全てが福井県大野市で栽

培されています。

加藤氏十よオウレン栽培のリーダーであり、歴史ある

オウレン生産を次世代に引き継しヽでいけるよう、大手

製薬会社と地道に交渉し買取価格の上昇等に尽力さ

れました。また、出荷の際に細根を取り除く機械も自

身で改良し効率化を図つています。

1   (森づくり課森林活用グザレープ)

白い花を咲かせるセリバオウレン

根を採取し、乾燥・選別し出荷する

緑推だより

「緑の募金」について
緑の募金運動 |よ 、春季の本格的灌動を開始する時期が間近となりました。

緑の募金の運動期間は今年も例年通り、春期は3月 22日～5月 31日 、秋期は9月 1日～ 10月 31日 です。

令和 5年度の募金の総額|よ約 2,668万円で、家庭や職場、企業や学校、街頭募金など多くの皆様からお寄せいただきま

した。緑の募金 |よ 、地域の公園や空き地などで行う植樹渚動を|よ じめ、学校、保育園、公民館など公共施設での植樹、市田」

がイベン トなどで行う緑化苗木の配布、森林ボランテイアによる森づくり活動など、県内の緑化の推進渚動に使わせてい

ただいています。

また、次代を担う子ども達が行う間伐などの体験学習や、本工・クラフト体験などの森林環境教育渭動にも汚用されて

います。

さらに|よ 、地震災害等の自然災害による被災地の復旧・復興に向け、森林の整備や緑化渚動にも支援しています。

今年ももうすぐ「緑の募金」期間が始まります。

皆さまのこ協力をよろしくお願しヽします。                    (公 社)福井県緑化推進委員会
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▲ 街頭募金活動 (小浜市 )
▲ 地域での植樹活動 (越前市 )

▲ 緑化苗木の配布活動 (敦賀市)



おおふじ まさよし

大藤 雅義 さん

令和4年 4月 に九頭竜森林組合の職員として入網した大藤雅義さん (42歳)を

紹介します。

大藤さんは、これまで製材会社で木材加ェ、建築会社で|よ 営業から設計、施工

管理に従事するなど主に建築分野で幅広く経験を積まれてきました。

現在は林産・加工課に所属し、主伐 。間伐事業で生産された原木のラミナ (集

成材原板)加工や製紙用チップ製造の営業から管理、パイオマス発電所への燃料

提供に携わるなど、県産材の安定供給に取り組んでおられます。

もう少し早く森林組合に入つて道づくりや伐側の技術を学んでいれば、現場で

起こる問題や変更に柔軟に対応でき、また若い職員のサポー トもできたかも、と

悔やむこともあるそうですが、◆はとにかく工場やI見場の方々が安全にやりがしヽ

を持ちながら作業ができるよう、業務が円滑に進むようお手伝しヽすることに注力

したい、と謙虚に話されます。

九頭竜森林組合勝山工場にて

福井県農・林・漁業士認定証交付式

2月 には福井県青年林業士に認定さ才1た大藤さん、今後も県産材の販路開拓や効率的な現場作業体制の構築に努

められるとともに、主伐・再造林にも積極的に関わることで、奥越地域の循環型林業に貢献されることを期待します。

(奥越農林総合事務所 林業部 林業・木材渚用課)

第 47回全国育樹祭関連イベント

「国民参加の森林づくリンンポジウムJ「福丼県緑の少年回活動発表大会」を開催しました !

今年 10月の全国育樹祭に向けて、令和5年 11月 ⊇6日 (日 )に、育樹祭開催 1年前キックオフイベント「国民参加の森

林づくリシンポジウム」を八―トビア春江(坂井市)で開催しました。登山が趣昧の俳優 石丸謙二郎さんによる基調講演

や、民内で里山の整備や活用、林業に携わる4人のパネリストが意見を交わし、育樹祭開催への第一歩を踏み出しました。

また、同年 12月 20日 (水 )、 福井呆県民ホール(福井市)で育樹祭開催記念行事「福井県緑の少年団渚動発表大会」を

開催しました。会場に|よ県内の緑の少年団6団体が集まり、日ころの渭動や取組みを発表しました。本大会で最優秀

賞を受賞した小浜市加斗みどりの少年団|よ、令和6年 10月 20日 (日 )にサンドーム福井(鯖江市・越前市)で開催する

育樹祭式典行事で、本県の緑の少年団を代表して渚動発表を行しヽます。       (森 づくり課 全国育樹祭室)

r
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令租6年10月 19日⑪・ 20日 lttl

開 催

目穀縄:蒔翌瑠
港旨昔樹祭 鰯 Ⅷ育てよう 幸せ芽吹く緑の大地

育樹祭HP  Instagram

国民参加の森林づくリシンポジウム
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【大会結果】

最優秀賞 ′!→節 加斗みどりの少年団 側爛勅口斗J学校)

優 秀 賞 金津東小学校緑の少年団 (あわら市帥 !■杓

奨 励 賞 福井市―乗みどりの少年団 や膨柿―乗′l■櫛

北潟小学校みどりの少年団 (競,ら市封開 I齢)

村岡緑の少年団 鱗晰静畑4呻n
白山みどりの少年団 廼調由uvl学検)

▲ パネルディスカッションの様子 ▲ 活動発表の様子
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近年、局地的な豪雨により各地で山地災害が発生してしヽます。

本県でも、昨年 ・一昨年と嶺北地域を中心に集中豪雨に見舞わ

れ、多数の山地災害が発生しました。

福丼県では、山間集落の区長等を「山林保全監視モニター」

として委]属 し、山地災害に係る1青報の提供等を通じ災害の未然

防止と早期対応に努めています。

(令和 5年度モニター数 千,198名 )

さらに林野庁の「山地災害防止キャンペーン」にあわせて、

モニター制度の啓発と災害への迅速な対応

や防災意識の向上を図るため、山林保全監

視モニター研修会を実施しています。

山地災害が発生する前には、山の斜画や

川の流れなどに、′危険信号と思われる変化

が確認さイ孔ることがあります。特に、右の

8つの危険信号が確認された場合は危隙で

すので、近づかす最寄りの市役所 。町役場

の担当課へご連絡ください。

なお、山地災害が発生するおそ才1のある

箇所として県が把握する「山地災害危険地

区」の位置情報を福井県のホームページで

確認できます
※
ので、避難経路の確認など

に役立ててください。

※

福井市美山地区での研修会状況

〔場所:美山町森林組合 参加者:20名】

石nf

で検索可能

(森づくり課 森林保全グループ)

森林・林業・木材を学ぶ研修会、語習会情報 【3月開催】

※日程などにつしヽては都合により変更する場合がありますので [申込み お問合せ先 ]に確認願しヽます。

【申込み お問合せ先】

山地災害の

8つの

危険信号

福井県 災害危険地区

翔  目 崎‐ 闘 靱 み

令和 5年度香福茸研修

(生産者向け香福茸講座)

3月 19日 (火 ) 10:OO-15:30

午前 :オタイコヒリレズ不日室会議室

(越前町下河原阿)

午後 :姉嗚椎茸園ホダ場

(越前町下河原日丁)

①

番号
― ,FAX番号

① 県 総合グリーンセンター 技術指導グループ 0776-67-0002 0776-67-0004

〔全般に対するお問合せ先】 県 総合グリーンセンター 技術指導グループ 0776i67-0002 0776-67-0004
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県森連だよリ

令和 5年度 福丼県林業従事者安全サポート事業「伐木作業安全研修」開催 !

去る 1月 25日、26日 | こ林業における労働災害発生を予防するため、ィコミュニケーシヨンをとるコツや

チェーンソニ操作技含ヒの向上を図る伐木作業安全研修が (―社)林業芋支能教育研究所に講師をしていただき

開催されました。1占目は、福井県の労働災善の特徴やこれから必要な労l動対策等の座学があり、危険予矢E

についてもグループワークをしながら学びました。2日 目は、チエーンソー操作の基礎矢[識を学び、その後、

チ正一ンソ‐操作技能実習で技能向上を目指しました。実習ではそいつも通りの伐倒方法で切り、受け国の

角度や伐倒方向、うるの幅、高さなどを計測して数値で自身の癖等を見つけることができ充実した研修内容

でした。◆後も今回の研修で学んだことを生かして安全な伐木作業に繋げていきたいです。     ́ 、

(福井県森林組合連合会)

1日 目
′
座学、グループワ■ク 2日 目 実習、

T910● 0005
福井県福井市大手3-1,13大手門ビル6F
TEL:0フ フ6-25-742フ ノ/WWW・ paSCO.β o.Jp

TPASCO
Survoyina thO Ea=th to Creato the Future

株式会社パスコ

福丼支店

の森林組合様の業務に特化したシステムを開発し続けています

株式会社ジ ツ タ  〒790‐0064愛媛県松山市中村二丁目8番 1号

TEL 089‐ 931‐ 7175 FAX 089‐ 934‐ 770生  URL httpsi〃wwh面■suta.CO!ip

込

:冷百空う眺 *魂鏑話   県擢進
・G皓機能の付いた森林測量管理ソフトの決定版Assist7

・音声と画像認識を採用した木材検収アプリ

…

  れ

∵

株式会社ジツタ
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この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を

積極的に使用しています。
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トヨタL&F福井株式会社

③噌 穏井機二

TOYO私 草刈機・チェンツー・

レバーブロック・チルホール・

ワイヤーロープ・各種機械修理

ロシスティクス&フ ォータヴフト

あなたの物流二十ズにお応えします。

〒918-8239福 井市成和 1丁 目 3204

TEL(0776)26-741l FAX(0776)26-7415
〒918-8152 福井県福井市今市町第38号 10番地

TEL/0776-38-0018    FAX/0776-38-4566

郎 占¬卿mttnmm
e建設機械・舗装機械・除雪機械

●高性能林業機械

●フォークリフト

●各種 販売・整備・レンタル

奮隼雀叉踊   マwケンシ
・

「ニホンジカ専用忌避剤ランテクター
卵から生まれた忌避剤が樹木をニホンジカの食害から守る

大同商事株式会社
本  社 東京都港区浜松町1丁 目10番 8号 (野田ビル)

〒105‐0013 電話03(5470)8491

FAX03(5470)8495

大阪営業所 大阪府吹田市豊津町36‐2-101

〒56牛0051 電話06(6384)1288(代表)

田福井市下六条町35号25番地 1

奮 0776-41-0¬ 15

白 0776-41-0775

株式会社中島建機

″
森林づくりのお手伝い

″

【営業品目】

肥料、農薬、森林除草剤、農林業資材、農業上木

福 井 支 店

〒918-8231福井市問屋町 4丁目 1104番地

TEL(0776)24-12171→

FAX(0776)24-1202番

日栄商事株式会社

Leaslng lDur Passlon

巧脅 JA三井り|ス株武会社

(金沢支店)〒 9200869 金沢市上堤町112 金沢南町 ビルディング

TEL:076-221-5121  FAX:076-221-2346

私たちは金融の枠組みを超えて、

お客様の思い描くビジネスの将来を、

ともに見つめ、育み、実現することに挑戦 し続けます。

より良い社会と未来のために。

〒 910-0016福井市大宮 4丁目 10-17
芦原街道沿い

TEL(0776)29-0012
FAX(0776)29-0023

海外旅行。国内旅行・旅行企画・JR切符・航空券

バス・ホテル・旅館の手配

① ▲ StKA再Ⅳ とL▲ GENCY

衛 アスカ トラベル

ビジュアルソフト

塁幹 業務システム導入

ソフトウェア受話開発

ITイ ンフラ網築

スマートデバイス、

XR向 けアプリ開発

WEBサ イト企画構築

各種保 守サ ービス
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事業内容

株式会社● ●

∇う

目
URL:httpsi//― vss co jp

(本 社】
福井市八重巻田」314番地
TEL 0776-56-3636(代 表)

FAX 0776-56-3672

東 京 営 業 所

名古屋営業所

金 沢 営 業 所

【フリユーシヨンセンター】
福井市定工町807番地
TEL 0776-56-3658
FAX 0776-56-3673
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